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Debris flow is a natural disaster common in mountainous areas in Japan and China. It has greatde force because of 
its high density and speed, and often causes great losses to human life and theeconomy. Therefore countermeasures 
such as sabo facilities are very essential to reduce the damages. In this study, we applied GUI equipped debris flow 
simulator KANAKO to evaluate the effects of the debris flow countermeasures in Persimmon Hirasawa in Tone 
Town, Numata City, Gunma Prefecture、Japan. The results show that the full damswhich were constructed in still 
have the function for controlling debris flow to a certain degree. Through the comprehensive control of debris flow 
including trapping, drainageand deposition works, the simulation results indicate that the effects of the 
countermeasures inare very good. The countermeasures can ensure residents’ life and property on the alluvial fan. 















































































有効降雨強度 Pa (mm/h)、流出係数を Kf1、流域面積を
A(km2)とするとピーク流量 Q(㎥/s)を次の式で求められる 7). 
 
        (3.1) 
 
b) 土石流濃度 8) 
 








（30 ～40 ていどである、一般に 35 をもちいてよい）、 ：渓
床勾配（ ）である.土石流ピーク流量を算出する際の渓床
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1 時間 30.0 1.53 37.08 nul 
2 時間 103.0 356.7 103.63 1.34 
3 時間 110.0 93.62 100.92 1.25 
4 時間 112.0 26.42 96.13 1.14 
5 時間 113.0 14.23 92.25 1.08 
6 時間 113.0 8.27 88.12 1.03 
12 時間 113.0 2.84 73.73 1.00 
18 時間 124.0 2.88 77.09 1.00 
24 時間 125.0 2.43 70.73 1.00 
ここで、A:流域面積(0.35km2)、Pe:有効降雨強度(mm/h)、






なお、平均濃度式により ＝1.16 となり 0.9 より大きくなる
ので =0.9 =0.54 とし、Qsp=23.27m3/s となる. 
2) 経験式（日本） 
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（30 ～40 ていどである、一般に 35 をもちいてよい）、 ：渓 
床勾配（23 ）である.土石流ピーク流量を算出する際の渓
床勾配は現渓床勾配 ０（ ）とする. 
上式に対する高橋の式であるが、それよりも緩勾配の範囲
についても準用する.なお、計算値が 0.9 よりも置きくなる
場合は、 =0.9 とし、計算値が 0.3 よりみも小さくなる場合
は ＝0.3 とする. 
：礫の密度（2,600ｋｇ/ｍ３程度）、 ：水の密度（1,200ｋｇ/
ｍ３程度）、 ：渓床体積土砂の内部摩擦角（ ）（30 ～40 て
いどである、一般に 35 をもちいてよい）、 ：渓床勾配（ ）
である. 
平均濃度式により ＝1.32 となり 0.9 より大きくなるので
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図 4 供給ハイドログラフ 
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